職務経歴書　　　　　


2002年6月29日現在　

　　　　　　　　　惹句天野　

　　現在までに手がけた主な翻訳関係の仕事を以下に記します。

1999年　6月　㈱DHC出版事業部よりシノプシス受注

　

企画会議にかける前に、原文のあらすじを書く仕事です。初め

に受けたのはバイオレンスものでした。殺し屋と、生きることに意味を失った未亡人の間の交流を通して、人間の本質は善か悪かを問い掛けたものです。250～300頁を10日間ほどで読んでまとめねばならず、慣れない仕事で大変でしたが、それなりに楽しめる仕事でした。

　　　　 ７月　㈱DHC出版事業部よりシノプシス受注

　　　　　　　２回目のシノプシスはロンドンの金融業界を舞台にした推理小説です。正直申しまして英語の学習にしましても、これまではアメリカの方に目が向きがちでしたが、今回新たにイギリスの社会慣習、地名などにも目を向けることができました。　

2000年　12月　㈱DHC出版事業部よりビデオの翻訳受注　


　これ以前に同社主催の翻訳コンテストに応募しまして、日英訳部門で佳作を受賞したことから同社の翻訳スタッフに登録されていました。


　著名人の生涯を綴った約60分ほどのビデオを再生しながら、翻訳していく仕事です。これを編集したものが現在NHKで｢夢伝説｣として毎週月曜日に放映されています。私が請け負ったものは、1回目がエリザベス・テイラー、2回目がスチーヴン・キングでした。映画やホラー小説が好きな私にとっては願ったり叶ったりとも言えるオファーでした。プリントアウトはなく、聞き取って訳すわけですから、かなり難しい点もありましたが、幸いアメリカ人の友人の助けもあって何とかやりおおせました。

2001年　2月　㈱タッシェン・ジャパンより翻訳チェック受注


　ここから一気に翻訳との関わりが深まって参りました。初めは他の翻訳家が訳したものを原文と比べ合わせて誤訳や訳抜け、日本語の表現が適切であるか、などをチェックする仕事でした。ここでは、長年の校正・校閲としてのキャリアが功を奏し、自分でも翻訳そのものより、或いはこういうチェックの仕事の方が向いているのではないか、と思ったこともあるほどでした。もっとも現在では、やはり翻訳の方がやり甲斐があるとは思っていますが。

　　　　　　　内容は60年代のデザインの概説書で、さほど専門語もなく、翻訳初心者にとっては比較的やり易い仕事でした。次に受けたのは｢アパート・レスリング｣なる書の翻訳チェックでした。これはあるカメラマンにインタビューし、プロレスの試合の写真を撮ったり、半裸の女の子にプロレスの真似事をさせて撮影した経歴を物語らせるものです。プロレス自体は好きですので、比較的やり易い仕事と思って気軽に受けたのですが、文化論を織り交ぜた妙に凝った文体の序論にはかなり苦労させられました。

　　　　　　　この後カレンダーの序文など細々とした翻訳を引き受けた後、｢アイヒシュテット庭園｣の翻訳が私の出版翻訳の言わばデビュー作となりました。これは17世紀初頭に作られたドイツの名高い庭園の興隆と、そこの植物を描いた植物画集の制作課程を一般向けに分かりやすく説いた本です。

　　　　　　　次に受けた仕事は｢20世紀デザイン｣という参考書のような性格の本の翻訳チェックです。20世紀のデザインに貢献した人物、施設やアール・デコ、アール・ヌーヴォーなどのデザイン様式といった用語をアルファベット順に網羅して概説した書物です。


  その後もピンナップ・モデル写真家の半生を描いた本や女性ボディビルダーについての本の翻訳、最近のデザイナーのカタログ書のチェックなどを手掛け現在に到っております。



初めにおつきあいした出版社の性格から美術、デザイン関係に偏りがちですが、個人的性向と致しましてはノンフィクション、或いは軽妙洒脱なエッセイ物などを手掛けていきたいと思っております。

　以上、簡単ではありますが、これまでの経歴を記しました。
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